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§１．研究成果の概要  

 

PANSY レーダーは、大気乱流からの散乱電波のドップラー周波数偏移を調べることにより風ベ

クトルの高精度高分解能観測が可能であるが、同時に散乱電波のスペクトルの広がりは乱流強度

の情報を含んでいる。乱流は大気波動の砕波により主に生じ、運動エネルギーを熱エネルギーに

変換する重要な過程である。しかし、対象のスケールが小さいため、その観測的推定は難しく、レ

ーダーやラジオゾンデ等の高解像度観測から粗い近似や経験的な係数が用いられて研究されて

きた。 

これに対し、本研究では、レーダーの観測方程式に戻り、これを解析的に解くことで乱流による

スペクトルの広がりとそれ以外を区別する方法を見出した。その結果、従来用いられてきた方法で

は、乱流強度を過小評価していることが明らかとなった。本手法を PANSY レーダー観測データに

適用し得られた乱流強度推定値を図に示す。左はレーダーによる推定値（赤）とラジオゾンデによ

る推定値（青）である。両者の差は、ラジオゾンデによる推定に用いられている経験的な係数に高

度依存性があることを示す。また、右は各高度での乱流強度の季節変化である。夏季（1～2 月）に

弱まり、冬季に見られる成層圏の極渦が崩壊する 11月ごろに極大となることがわかる。 
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これは、代表者（科学）グループと計測グ

ループの共同研究により初めてなしえた研

究成果であり、当該分野で懸案であった乱

流推定の不確定性を１つ取り払うことのでき

た重要な研究として世界的にも注目されて

いる。 

 

図：(左）乱流強度推定値（赤：PANSY、青：

ラジオゾンデ）。(右）PANSYによる乱流強度

の季節変化（＊対流圏界面）(Kohma et al. 

2019) 
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§２．研究実施体制 

 

（１）代表者（科学）グループ（東京大学） 

① 研究代表者：佐藤 薫 （東京大学大学院理学系研究科 教授） 

② 研究項目 
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